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    ウ 環境分布・モニタリングデータ 11) 
      昭和 55 年度 水質 0/51（検出数/検体数） 
      平成 13 年度 大気 3/15（検出数/検体数） 0.6～1.8 ng/m3（検出範囲） 
     
(3) 物理的化学的危険性 2） 

ア 火災危険性 ： 引火性が高い。 

イ 爆発危険性 ： 蒸気/空気の混合気体は爆発性である。 

ウ 物理的危険性： この物質の蒸気は空気とよく混合し、爆発性混合物を生成しやすい。蒸気は

抑制されておらず、排気孔や火災防止器内で重合体を生成して、排気孔を詰

まらせることがある。 

エ 化学的危険性： 加温、光の影響、過酸化物との接触により、自然に重合することがある。 
 

備考 
この有害性評価書は、「既存化学物質等安全性（ハザード）評価シート（1998）、化学物質評価研究機構

（CERI）」を主として原文のまま引用したものである。 
この有害性評価書は平成 17 年度（平成 18 年 3 月）作成したものであるが、許容濃度や発がん分類

又は US EPA IRIS 等適宜改訂される情報は平成 21 年 7 月の時点で更新した。 
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